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On the Collection of Chinese Poems  
Tannen shoyo shu by Shimizu Nagachika
CHEN Huihui
Abstract
	 During	 the	 Kansei	 reforms,	 many	 strict	 policies	 were	 enacted,	 including	
suppression	 of	 the	 business	 capital,	 the	 control	 of	 the	 publishing,	 as	 well	
agricultural	 reform.	 However,	 all	 of	 these	 ended	 with	 Masudaira	 Sadanobu’s	
downfall.	 The	 following	 decades	 saw	 the	 continuous	 rise	 of	 market	 economy,	
increased	 levels	of	education,	and	the	rise	of	cultural	events	 in	cities,	as	well	as	
in	 some	 rural	 areas.	 Using	 the	 collection	 of	 Chinese	 poems Tanen shouyo shu	
compiled	by Shimizu	Nagachika（1755-1836）,	this	paper	examines	how	the	 literati	
lived	and	who	interacted	with	them	during	this	era.	It	 is	concluded	that	Shimizu	
had	 a	 number	 of	 contacts	 with	 aristocrats,	 Confucian	 scholars,	 monks	 and	
painters.	 These	 interactions	 have	 very	 important	 influence	 on	 the	 later	 Edo	
period.
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はじめに
　筆者は関西大学に所蔵されている「徂徠像」を手かがりにして、その「徂徠像」の題字者と
作画者である清水長孺（1755-1836）について調べたことがきっかけとなり、清水が残留した唯
一の漢詩集『蜑煙焦餘集』を見出した。この漢詩集『蜑烟焦餘集』から、清水の交友関係は非
常に広範囲で、貴顕・漢学者・僧侶・画家など様々な階層の人々と交遊したことが分かる。清
水長孺は江戸中後期において、京都を中心に活動した文人である。彼の漢詩集『蜑烟焦餘集』
は1823年に出版された書物であり、そこから、清水は化政期に活発したことが分かる。化政期
とは寛政・天保両改革に挟まれ、商業資本の抑圧、風俗・出版の統制、農村の復興及び異学の
禁と一連の厳しい政策を打ち出した寛政改革の終焉した後に、農村繁栄、都市文化爛熟の極に
達した19世紀初頭の30年ほどの間をいう。そういう都市文化繁栄する時代における文化の担い
手文人たちはどのように生活しているのか、また彼らはどのような人と交遊していたのかにつ
いては、研究する価値があると考える。
　化政期における文人交遊に関する先行研究は非常に稀が、揖斐高氏には文人交遊に関する論
著が二点ある。一つは「詩仏年譜稿―化政期文人の交遊考証」1）という研究ノートである。主
に大窪詩仏を中心に江戸文化圏における文人交遊の具体的な事例を分析したものである。もう
一本の論著は『江戸の文人サロン―知識人と芸術家たち』2）である。この著作において、まず
18世紀から、京都・江戸・大坂という三都を舞台にして、文人や知識人たちが学問や詩・文・
書・画、そして和歌・狂歌などの文雅を媒介にして交遊したことがよく見られると述べ、また、
そういう文人サロンの特徴はどのようなところにあるのか、そして、江戸の文人サロンにはど
のような文化史的な問題が存在しているのかについて考察した。具体的には商都大坂の混沌社
という漢詩サロン、江戸における狂歌サロン、蘭学の桂川サロン及び奇物奇談の考証サロンを
事例として取り上げて分析し、さらに、江戸中後期に流行した書画会について考察している。
そこから、江戸中後期において、文人たちは士農工商という身分制度を超え、趣味風雅を目標
として集まり、新しい集団を形成したことが見られるという。しかし、なぜそういう現象が起
きたのかについては、当時の社会・歴史の特徴と関連づけて考えなければならないと思う。
　林屋辰三郎氏『化政文化の研究』3）においては、各方面から化政文化について考察されている。
特に化政文化を市民文化の自主的発展の側面において捉えた。まず、化政文化と寛政・天保両
改革との関係の重要性、かつ政治とのかかわりについて述べた。次に、三都を中心に展開した
生活や出版などについて検討している。最後に、化政文化の本質・構造にふれて、非体制知識
	1）	 揖斐高　「詩仏年譜稿―化政期文人の交遊考証」（ 1 - 6 ）成蹊国文、1978-1982年
	2）	 揖斐高　『江戸の文人サロン―知識人と芸術家たち』吉川弘文館、2009年
	3）	 林屋辰三郎　『化政文化の研究』岩波書店、1976年
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の働きを明らかにし、政治的な異学の禁との関連から生まれた非体制的な知識人や儒教形成な
どを探った。こうしたことを見ると、文人交遊の現象はおそらく異学の禁後、非体制から生ま
れたものではないかと筆者は考える。寛政改革の異学の禁後、朱子学以外の儒学者は「王公棄
而不延」という就職難の困窮に陥った。4）そういう世に埋もれざるを得ない有為の知識人たちは、
自分を受け入れない現実社会に対して疎外感を抱くようになる。彼らは経世有用の学問から遠
ざかり、詩文書画などの古典的な文学・芸術の世界に遊ぶことによって、疎外された自我意識
を癒そうとし、そこに現実世界とは別の自己を解放しうる空間を見出そうとした。彼らは集ま
って交遊することによって情報の交換と流通を行い、幕末の改革につながることもできたので
はないかと考えられる。
　清水の漢詩集『蜑烟焦餘集』は上述した先行研究の問題や特徴にも関連しているが、その交
遊は揖斐氏が述べたようなある特定な文人サロンに限ったものではない。また、漢詩集『蜑烟
焦餘集』に見られる公卿や門跡との交遊は先ほど述べた先行研究には言及しなかった。その点
に注意を払わなければならないと考える。
一、清水長孺について
　清水長孺についての史料は非常に乏しい。調べた結果、『漢学者総覧』（汲古書院、1979年）
と『国書人名辞典』（岩波書店、1993-1999年）においては、少し簡単な紹介が書かれている。
清水長孺の本姓は平である。尾張藩鳴海の下郷氏家で、初めは下郷氏であるが、のち祖先の姓
清水を名乗ったため、清水長孺と呼ばれることが多い。清水長孺は宝暦五年（1755）に生まれ、
天保七年（1836）に没した。名は長孺、字は仲和、子正、号は雷首と雷岡である。
　その経歴は、最初に叔父である下郷学海と徂徠学者市川鶴鳴に從学し、のち江戸に出て細井
平洲や柴野栗山と出会い、彼らに漢学を学んだ。嘗て伊勢神戸藩の儒臣となったが、思うまま
に言い散らしたため神戸藩から追放された。その後、伊勢の白子に行ったり、京都に行ったり
したが、最後京都に移住して塾を開いた。
二、漢詩集『蜑煙焦餘集』について
　『蜑煙焦餘集』は清水長孺残留した唯一の詩集である。『国書総目録』（岩波書店）によると、
文政六年（1823）に出版され、現在内閣文庫と京大に所蔵されている。その内容からみると、
清水はざまざまな階層の人物と交遊したことが分かる。人物との交遊の漢詩は総計71首、52人
がいる。その中に、調査したが、生い立ちが不詳の人は16人、それに関する漢詩は38首ある。
	4）	 揖斐高　『江戸の文人サロン―知識人と芸術家たち』p.5、吉川弘文館、2009年
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また、漢学者は14人、それに関する漢詩は18首があり、公卿は 9人、それに関する漢詩は17首
があり、僧侶は11人、それに関する漢詩は15首があり、画家は 2人、それに関する漢詩は 2首
があり、医者は 2人、それに関する漢詩 2首がある。
2.1　漢学者との交遊と唱酬
　以下は、『蜑煙焦餘集』に収載する漢学者と交遊した漢詩を整理したものである。左が作者、
右がその作品である。
漢学者 作品
梅辻春樵 「蜑煙焦餘集序」
一片浮槎忽見其漂波千金、香木誰知、是沈水拾而作薪斫、而投火煙散、氤氳騰瑞風吹、馥
郁呈、祥何減絶品之蘭麝始覺織殊邦㫋檀不可爨于漁蜑、土竈又宜伴之綈几、金爐焦而有餘
存而珍駄之逓驛而献之禁庭、云謹按國史事係、淡路今存口碑類在尾張、平仲和先生尾張人
一郷、名族數世、豪家生長于鳴海、客遊于武蔵、解褐于伊勢、下帷于平安。児時識字猶是
膏梁之子弟、老後帯経不趨濂洛之径、蹊美田宅奇貨得喪任時、藜藿羮蓬蒿廬行蔵知命服巾
蕭散、不復有経濟意、詩茟縦横、或能雑諧謔談、窮年兀兀、何時女嫁男婚、春日遅遅、自
分煙痼霞馟疾、交遊不乏涇渭之流、可混真率、無双湖海之氣磨盡有
宇野醴宇 「安永紀元。醴泉先生。吉益修夫。伊藤大倫。外従兄如彦。同觀葵祭。帰路憩沙川茶店。先生有
詩。偶臆其韻。全詩忘之。其人皆故矣。今茲丙子再觀。逆數之則四十五年矣。感懐之餘。其韻
而賦小詩。」
　　鳬川咽石激粼粼、白髪紅顔歳月頻。
　　今日初知夫子嘆、再将衣素化京塵。
伊藤文佐 「中秋同伊藤文佐。瀬尾士章。遊紀昶村宅。分韻。」
　　六松之下鬱森森。月可中庭散緑陰。
　　未有如斯今夕霽。應無敢道去年霖。
　　携壺縦飲皆同酔。援筆思詩各自吟。
　　紫邏雲山平遠外。黎鳴眷顧及西沈。
津阪君裕 「答津阪君裕薦仕」
　　孤生非却聘。才拙未遭時。
　　匏繋惟吾分。蘭交只爾思。
　　挈瓶無老智。儋石足家資。
　　鼓舌翻三寸。生涯可楽飢。
菅茶山 「答謝菅茶山貽書及保命酒」
　　別来経夏又逢秋。未肯封書捧案頭。
　　鴻鴈肩随從北地。蜻蜓眼転望西州。
　　青衿後進皆遺愛。朱黻相憐待再遊。
　　千里面談分美醞。憑君更與掃閑愁。
杉岡公曙 ①「同大窪天民。杉岡鈍吟。琴春樵。赴楽志堂。席上詠柳淇園花籃圖」
　　彫籠満貯數枝香。赭堊丹青媚艶陽。
　　只為淇園耽雅趣。後生各自費詩膓。
②「送杉岡公曙應聘之郡上」
　　弓旃召募赴濃州。此去長亭四十郵。
　　悵望背花鴻鴈涙。巑岏折柳友朋愁。
　　遠携嘉耦施何事。定遇明君可與謀。
　　千里結言如不食。平安二字數相投。
清水長孺撰『蜑煙焦餘集』について	（陳） 355
③「中秋同杉岡公曙奉陪日野南洞公、宴分得寺字」
　　秋半倚黄扉。簪裾帰府寺。
　　吟詩蟲亦吟。至夜人皆至。
　　叨辱下風交。高承明月賜。
　　抽毫坐背燈。對酒論文字。
佐藤復齋 「佐藤復齋招飲」
　　一陶賖去煖村醪。撃筑悲歌借酔豪。
　　侠骨相逢論舊史。交情不敢負荊高。
内藤子謙 「内藤子謙招飲諸子。有詩見示。依韻即和。」
　　折簡嘉招十月初。高樓無望不蕭疎。
　　就沙洗盞驚川鴨。散帙論文辨魯魚。
　　金橘掇皮園可轉。青苔摘髪掃還流。
　　上隣何日分佳景。乞取一亏應結廬。
芥川丹邱 「題丹邱畫山水」
　　五日心齋一石成。細皴重畳削崢嶸。
　　舟挨渓樹来相問。聞否無聲與有聲。
頼子成 「洗心洞席上。題頼子成所携酒瓢用前韻。」
　　腰間匏繋貯伊丹。毎遇親朋飲罄歓。
　　酔後揮毫多俊句。満腔酒盡實詩丸。
中林竹洞 「九日同中村永萬。中林竹洞。大倉国寶。登霊山國阿最高之處。三子圖之。題詩其上。」
　　耆闍崛起陟憑高。萬象秋光入眼労。
　　香願女児無雅致。題名供佛寶階餻。
石川丈人 「石川丈山翁百五十回忌」
　　石川家世貫泉郷。馬上横戈意気揚。
　　歸了華陽推尚友。詩仙寫照挿空梁。
瀬尾士章 「中秋同伊藤文佐。瀬尾士章。遊紀昶村宅。分韻。」
　　六松之下鬱森森。月可中庭散緑陰。
　　未有如斯今夕霽。應無敢道去年霖。
　　携壺縦飲皆同酔。援筆思詩各自吟。
　　紫邏雲山平遠外。黎鳴眷顧及西沈。
「早春同大室和尚遊瀬士章宅分韻」
　　雨雪騎年尚未休。頻焼榾柮坐爐頭。
　　逢僧乞取寒山箒。掃盡青春一段愁。
大倉國寶 「九日同中村永萬。中林竹洞。大倉国寶。登霊山國阿最高之處。三子圖之。題詩其上。」
　　耆闍崛起陟憑高。萬象秋光入眼労。
　　香願女児無雅致。題名供佛寶階餻。
　上述したの整理から、清水と漢学者との交遊の状況は二種類に分けられるように思われる。
一つは、漢学者と一緒にお酒を飲んたり、絵を鑑賞したりする風趣的な交遊である。例えば、
「同大窪天民。杉岡鈍吟。琴春樵。赴楽志堂。席上詠柳淇園花籃圖」という漢詩は文人たちが集
まって、絵画を鑑賞しながら漢詩を作った時の記録である。
「同大窪天民。杉岡鈍吟。琴春樵。赴楽志堂。席上詠柳淇園花籃圖」
　　彫籠満貯數枝香。赭堊丹青媚艶陽。
　　只為淇園耽雅趣。後生各自費詩膓。
　大窪天民（1767-1837）は江戸後期における有名な漢詩人大窪詩仏である。常陸国久慈郡袋田
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村に生まれる。名は行、字は天民、号は詩仏などである。21歳頃より山本北山の門人山中天水
の塾春霞亭に通い、儒学を学び、市河寛斎の江湖詩社にも参加し、清新性霊派の新風の中、詩
作を始める。大窪は各地を遊歴し、東海道、京都、伊勢などに及ぶ。谷文晁、亀田鵬斎、大田
南畝、菊池五山、柏木如亭、頼山陽などと交友する。ここでは、恐らく大窪は京都に遊歴に来
て京都の文人たちと交遊したのだろう。杉岡鈍吟は漢学者である。『歴史人物辞書』（朝日新聞
社、1994年）によると、杉岡鈍吟は生年未詳、文政 5年（1823）没した。京都出身で、堺町二
条南に住す。曾て、江村北海・清田儋叟に師事し、柴野栗山・菅茶山・清田竜川・村瀬栲亭ら
と交友したことがある。文政 3 年（1821）美濃郡上藩に招かれ、藩校の督学となったという。
琴春樵は「一片浮槎忽見其漂波千金」という序文を書いた梅辻春樵である。名は希声。字は延
調・子琴。号は春樵・無弦。諡号は文煥先生である。文化四年（1807）神職を弟の希烈に譲り、
琴氏を名乗って、京都に閑居した。漢学を皆川淇園・村瀬栲亭に学び、詩人として知られ、妙
法院門跡真仁法親王などの王公貴人の寵遇を受けた。柳淇園は江戸中期における名高い文人画
家・漢詩人柳沢淇園（1703－1758）である。
　「彫籠満貯數枝香、赭堊丹青媚艶陽」という一句は、花藍図についての描写である。花藍にた
くさんの花が挿され、良い匂いがしている。「赭堊丹青媚艶陽」というのは、花の鮮やかな色に
ついての描写である。5）橋爪節也氏によると、柳澤は北宗画的な人物図・花卉図を得意とした。
彼の花卉図は、鶴亭や河村若芝などの黄檗宗系長崎派による濃彩着色画の影響が強いという。
「只為淇園耽雅趣。後生各自費詩膓」とは、淇園が描いた花藍図のために、皆で一所懸命に詩文
を作るという意味である。その漢詩から、当時文人たちが集まって、名画を鑑賞しながら競っ
て詩文を作るという風趣的な場面を窺うことができる。
　もう一つは、漢学者との応酬した時、お互いの友情や自分の志向などを表す漢詩である。例
えば、上述した杉岡鈍吟に関する二番目の漢詩「送杉岡公曙應聘之郡上」がそうである。
「送杉岡公曙應聘之郡上」
　　弓旃召募赴濃州。此去長亭四十郵。
　　悵望背花鴻鴈涙。巑岏折柳友朋愁。
　　遠携嘉耦施何事。定遇明君可與謀。
　　千里結言如不食。平安二字數相投。
　公曙は杉岡鈍吟の字である。杉岡公曙の経歴から見ると、文政 3年（1821）美濃郡上藩に招
かれ、藩校の督学となったという。そこで、上述した詩作はその文政 3年（1821）に書かれた
ものだと考えられる。「定遇明君可與謀」というのは、必ず賢い君主に出会って仕えることがで
	5）	 橋爪節也「柳澤淇園筆花果図について―柳澤淇園研究・二一」『東京芸術大学美術学部紀要』第25号、
1990年 3 月、p.175-211
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きるという意味である。ここから、清水は杉岡の出世を願うことが見られる。最後の「平安二
字數相投」から、お互いの深い友情が読み取れる。
　また、「佐藤復齋招飲」も清水と佐藤復斎との友情を詠じた一首である。佐藤復斎（1749-1791）
は漢学者である。『日本歴史人名辞典』（朝日新聞社、1994年）によると、佐藤復斎は越後新発
田の藩儒である。江戸の藩邸に生まれる。藩主溝口直養の近習として仕え、野田剛斎・幸田誠
之に学ぶ。明和四年（1767）新発田に移り、教授となり、また藩政に尽力したという。恐らく
清水の若頃、江戸で遊学した時に佐藤復斎と交わし、作った詩文である。題名から見れば、清
水は佐藤に招かれ、飲酒に行ったのであろう。第三句「侠骨相逢論舊史」から、二人で酒を飲
みながら歴史を論じたことが分かる。最後の「交情不敢負荊高」は、藺相如と廉頗の典故を借
り、お互いの感情を褒め称えるのだと考えられる。
　さらに、漢詩で自分の志向を友人に訴える例としては、「答津阪君裕薦仕」という詩がある。
「答津阪君裕薦仕」
　　孤生非却聘。才拙未遭時。
　　匏繋惟吾分。蘭交只爾思。
　　挈瓶無老智。儋石足家資。
　　鼓舌翻三寸。生涯可楽飢。
　津阪君裕（1756-1825）は漢学者である。『日本歴史人名辞典』（朝日新聞社）によると、本姓
は菅原、父の旧姓津坂（津阪ともいう）を名乗る。字、裕君。通称、常之進。号は東陽。諡号、
文成先生。伊勢津藩儒。初め父に学び、十五歳より尾張の医師村瀬氏に学んだが、経学を志し
て京都に上り、独学で古学を修め、諸公卿の賓師となった。寛政元年（1789）津藩儒となり、
伊賀上野で学を講じた。文化四年（1807）津へ移り、侍読学士に進む。文政三年、藩校有造館
の創設に当たり、督学となる。同五年、亜執法大夫、四百石。同七年、致仕。そこで、上述の
詩文は1789年以後の作品と推測できる。1789年以後は寛政改革が既に実行し、1791年異学の禁
が行われた。「答津阪君裕薦仕」はそういう時代背景における詩である。「孤生非却聘。才拙未
遭時」というのは、自分の才能が不足で、藩に招聘されることに値することがないとの意味で
ある。「鼓舌翻三寸。生涯可楽飢」とは、自分が飢えることを楽しむとの意味をとる。そこか
ら、清水は出仕する気持ちがないことが読み取れる。なぜかというと、おそらく徂徠学者とし
ての清水長孺は異学の禁への不満があったからのではないかと考える6）。
	6）	 陶徳民　辜承堯『関西大学図書館における日中文化交渉研究資源―泊園文庫・内藤文庫・増田文庫を中
心に』、関西大学泊園記念会、2016
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2.2　公卿との交遊と唱酬
　以下は、公卿と交遊する漢詩を整理したものである。
公卿 作品
伏原宣明 「蜑烟焦餘集序」
平仲和者、尾之産也、通来居于京、性真淑平粋、一時文人雅士皆慕之、余亦為衿契焉、仲
和好作詩、而其作不事矩歩範、馳言所欲言焉、所欲為而別自成一家之言曰詩〇常師山雲海
霞從時異態〇夫村童因地異趣所以資典供吟〇也今茲日〇輯其作以上梓、以請一言、余曰詩
豈易言乎哉、進于質者則失於埜、依于華者則過於浮、欲専精粋者必流乎、遅〇〇恣縦横者
必隠乎、雑乱其格正而趣雅者、雖古人〇不易尋得也、仲和性真淑平粹、故其詩亦無矯飾之
弊、〇致似無味而有味者、豈由〇與〇志而為草率者也、于時文政癸未歳春三月（○は不詳
の字）
 明経博士清原宣明
日野南洞 「蜑烟焦餘集序」
雷首老人詩集成自名曰蜑烟焦餘、以乞序于余、左人舊尾鳴海名族、博学多聞偏渉経史而又
善聲詩其作、無飣餖陳腐之習而又不落恠説鄙俚之窟、清新奇警毎出乎人意、可盖鑄陶六経、
點化百家、別捏造一種自家寶者也、昔者蔡氏之琴出於爨、餘為當世珍器而名于千載、今左
人集名曰蜑曰餘、謙之又謙、則経所謂受益尊而光志在焉、茲知是集一出在不乏撃節而照映
後世○、夫焦尾之桐相若者、必矢余喜託名於不朽之辞以言（○は不詳の字）
文政癸未夾鐘
 藤原資愛
①「中秋同杉岡公曙奉陪日野南洞公、宴分得寺字」
　　秋半倚黄扉。簪裾帰府寺。
　　吟詩蟲亦吟。至夜人皆至。
　　叨辱下風交。高承明月賜。
　　抽毫坐背燈。對酒論文字。
②「七夕前一夕陪黄門南洞公賦詩得秋字」
　　殿角微涼報早秋。桐陰雨滴暑威妝。
　　雲蔵鵲影填河度。風掃虫聲満砌愁。
　　華表曬衣招舞鶴。彩棚設果祭牽牛。
　　天階尺五高升日。又看支機残石不。
③「黄門南洞公宴集。分體各賦。得書字。」
　　寒月幾望夜。皓皓照窓初。
　　退朝釋冠剣。賜坐論詩書。
　　同就厭厭飲。追随闘才諝。
　　酔飽不能辞。郇厨許多儲
　　尊満南都酒。盤躍北溟魚。
　　高談皆如湧。下交尤不疎。
　　梅從至後發。柳向腊前舒。
　　優遊歌卒歳。盛筵會三餘。
　　豈弟主人公。怡怡意豁如。
④「八月二十夜陪南洞公。遊紀赤水春草園。得秋字。」
　　池塘春草老為秋。魚躍蟲鳴夜景幽。
　　雨歇瞳朧人定後。三分減却水晶毬。
⑤「九月十六夜雨。陪亜相南洞公。各賦分韻。」
　　霖涔宿雨引星寒。翦燭乗簾背玉欄。
　　不用夜珠来照席。秋光應待月卿看。
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⑥「陪亜相南洞公遊涌泉亭」
　　姑射仙班退食帰。雲車廿里向郊圻。
　　山如偕老頭梳雪。楓有何功葉賜緋。
　　林泉問主迎相引。鸂鵣馴人近更飛。
　　追随共抱飄搖思。不識身應在布衣。
⑦「陪亜相南洞公。遊拄頬堂。各賦。分得光字。」
　　雨鎖西郊百畝荘。升麻半夏薬欄香。
　　空濛不肯分山色。願倩元暉写砑光。
　　路自壬生連櫛笥。枉令村巷容車騎。
　　毎逢遊豫沐追随。冠蓋暫停新樹翠。
伏原二位公 「竹色四時緑。壽伏原二位公七十」
　　曾種七経青簡餘。名園孝筍擢林扵。
　　清陰奕葉含恩露。映發緗篇任巻舒。
清少納言
檉洲公
「次韻清少納言檉洲公」
　　聊乗麴蘖春。聊歩共相親。
　　向夕歸山鳥。逢暄渡水人。
　　書應思草聖。詩自賽花神。
　　興熟皆忘貴。遥尋谷口真。
大府寺源公 「謝大府寺源公賜筆」
　　中山狡兎抜繊毫。初試剛柔觚可操。
　　拜舞欣然濡不息。秋蛇春蚓走蓬蒿。
菅明公 「呈菅明公」
　　日域文章在翰林。世家奕葉渥恩深。
　　莫令晝夜論長短。寧越三年倍蓰心。
清岡吏部 「菅廟燔柴。陪清岡吏部公宴。」
　　累世文宗名不空。燔柴此夕仰威風。
　　詞筵叨辱趨陪後。自比東山藺筍翁。
小倉黄門公 ①「小倉藤公命題待郭公。呼韻。」
　　燈檠挑盡四更天。獨讀春秋坐悄然。
　　只有郭公存二字。思君隠几竟無眠。
②「同前題小倉黄門公畫」　小至夜。黄梅院小集。限韻。
　　岸樹招涼日暮雲。蘋花風動細波薫。
　　黄門濡筆呑空碧。剪取呉江水半分。
　公卿との間で作られた漢詩を見てみると、清水が公卿に招かれ、宴会で作られた作品が多い
ことが分かる。日野公との交遊を示す漢詩は最も多く、 7首がある。日野家は藤原北家の一族
で、儒学や歌道をよくした家柄である。江戸後期になると、その一家に日野資愛という人物が
出た。日野資愛（1780-1846）は文章博士日野資業（法名素舜）の後裔であり、のち從一位准大
臣に昇った。字は子博、号は南洞もしくは儀洞であったため、当時の人々に「南洞公」と呼ば
れている。日野南洞公はかつて皆川淇園に儒学を学んだ。日野南洞公に関する 7首の題目を見
てみると、ほとんど 7月、 8月、 9月の夏と秋の間に宴会で応酬した詩である。漢詩の内容か
ら見ると、幽雅な環境風景の描写を通して、山水に耽る長閑な心情を伝えている。例えば、
「陪亜相南洞公遊涌泉亭」
　　姑射仙班退食帰。雲車廿里向郊圻。
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　　山如偕老頭梳雪。楓有何功葉賜緋。
　　林泉問主迎相引。鸂鵣馴人近更飛。
　　追随共抱飄搖思。不識身應在布衣。
　「姑射」とは、中国で仙人が住むという山の名である。その仙人は風や露を食糧とし、雲や竜
に乗って空中を飛び、人々を病禍から救う力があるという。つまり、「姑射仙班退食帰。雲車廿
里向郊圻」という一句は空の雲についての描写である。清水はその雲が仙人の乗る雲車である
ことを想像している。「山如偕老頭梳雪。楓有何功葉賜緋」と「林泉問主迎相引。鸂鵣馴人近更
飛」との二句も同じく涌泉亭周り環境への描写である。「追随」という語彙は日野公と交遊する
詩に頻繁に出る。「追随」とは、付き従うことである。「飄搖」とは、ひるがえるさま。中国古
典においては、「飄搖」は軽く飛ぶ様の意味がある。例えば、明の楊慎『升庵詩話』「艶雪」に
「曹子建《洛神賦》以“流風廻雪”比美人之飄搖」とある。そこで、「追随共抱飄搖思」という
一句から、清水は日野公に陪従して涌泉亭で遊び、まるで仙境に来るようで遊飛する感がある
ことが読み取れる。最後「不識身應在布衣」の一句は、自分が凡人であっても、仙境で遊ぶよ
うに感じたという気持ちを表している。
　なぜ、公卿との交遊の漢詩は主に山水に情を寄せるものであるのか、その背後にある原因は
はっきりしないが、清水と公卿との交遊する漢詩から、近世中後期の日本においては、文人が
公卿の寵遇を受けて交遊することは一種の流行ではなかったろうかと推測される。
2.3　僧侶との交遊と唱酬
　以下は、僧侶と交遊する漢詩を整理したものである。
僧侶 作品
聖護一品大王 ①「聖護一品大王。賜書雷首二大字。拜舞欣戴。賦之恭謝下執事。」
　　海上三山領羽流。金鼇贔屓扈仙遊。
　　曾從禁闕分花蕚。便向梁園種竹脩。
　　豈憶玉皇公案字。高懸塵俗市棲樓。
　　長冷墨寶駆羣鬼。速秉妖祥幾處投。
②「初謁　聖護大王」
　　蹌趨稽顙貌為恭。高掲朱簾拜丯容。
　　随例手頒昆布賜。新恩挟纊不知冬。
③「聖護大王賜詩謹次其韻。以謝盛恩之萬一。」
　　博山高峙撥灰然。日々香煙奉角仙。
　　一品蓮花長不朽。上清宮觀坐祈年。
高田大法主 ①「賦霊芝奉壽高田大法主七十」
　　朱柯輪囷採為羮。脩瀡調和玉椀盛。
　　香積如来来獻壽。捧盤先薦萬年名。
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②「高田大法主遊嵯峨。僕有寒疾。不能陪從。賦之奉呈。」
　　法旛津筏汎西河。春淺煙霞肯許多。
　　帯雪山如龜背峻。跳珠水自鳳頭波。
　　梅花鼻觀降真處。藜藿心齋奈病何。
　　最恨追随乖顧問。焉知勝践在支那。
③「陪　高田大法主遊町舎浦」
　　法王微服脱袈裟。慳著僧家與在家。
　　避路低飛郊草蝶。望塵端拱水田蛙。
　　華蔵海裏歸無漏。般若舟中戽阿伽。
　　陪列肩随忘貴骨。芒鞋蒻笠莫相差。
空華和尚 ①「十二月朔。阻雪。不能赴會。贈空華和尚。」
　　欲出携筇手亦龜。漫思袁卧展鋪茵。
　　聞君苦行業林雪。斷臂今朝有幾人。
②「空華長老紫衣上堂。賦此為賀。」
　　神通五月上須彌。渇仰人天大道師。
　　特賜紫衣非敗素。啼鵑一喝整威儀。
法梁 「僧法梁見訪」
　　椶鞋藤杖訪高倉。白足無塵踏暁霜。
　　不恠法身殊不病。清修恒服大仙方。
大室和尚 「早春同大室和尚遊瀬士章宅分韻」
　　雨雪騎年尚未休。頻焼榾柮坐爐頭。
　　逢僧乞取寒山箒。掃盡青春一段愁。
大鼎和尚 「孤篷庵席上呈大鼎和尚」
　　北渓禅暇赴幽期。路自山門曲折移。
　　古笈圖書開士跡。名園樹石使君遺。
　　松聲静引蝉聲起。茶味全兼道味知。
　　両腋清風忘盛暑。重應苦行素成緇。
寂光 「哭寂光」
　　胡跪撫霊柩。幻躯盡焚如。
　　新修松下墓。舎利安其墟。
　　回顧思平昔。心胸惨不舒。
　　言笑豈忘情。枚涕益欷歔。
　　経函兼内外。憤悱屡問予。
　　後生猶可畏。長成且有譽。
　　斯須向大暮。耆婆束手居。
　　薬餌無神効。招提絶法儲。
　　不知為一慟。舎我其誰歟。
道海和尚 「謝道海和尚見訪且貽菔乾」
　　啼鵑新樹裡。一喝過吾廬。
　　莫逆交如薄。相逢意不疎。
　　漫遊雖暫住。到處足安居。
　　蘿菔思郷味。人情幸贈予。
明堂大和尚 「題明堂大和尚夏菊畫」
　　結夏安居古殿中。禅餘逸筆妙成工。
　　但言無見非般如。自捻黄花色成空。
禅林澹大和尚 「壽禅林澹大和尚八十」
　　東山瑞竹愛禅居。八十由旬勢有餘。
　　自保無量空劫壽。毫端現出翠真如。
祖海 「僧祖海墨梅」
　　君経寒苦發清香。瘦骨薐薐丈六強。
　　焉識捻華微笑後。一枝春色没商量。
　僧侶に関わる漢詩を整理すると、総計16首がある。また、聖護一品大王、高田大法主、空華、
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法梁、大室和尚、大鼎和尚、寂光、道海和尚、明堂大和尚、禅林澹大和尚、祖海という11人の
僧侶が清水長孺と交遊したことが分かる。これらの僧侶を分類すると、門跡（聖護一品大王・
高田大法主）、地方住職（空華・法梁）と一般僧侶（大室和尚・大鼎和尚）という三種類に分け
られるようである。
　門跡に関する漢詩は総計 6首がある。「聖護一品大王。賜書雷首二大字。拜舞欣戴。賦之恭謝
下執事」を取り上げて見てみよう。
「聖護一品大王。賜書雷首二大字。拜舞欣戴。賦之恭謝下執事。」
　　海上三山領羽流。金鼇贔屓扈仙遊。
　　曾從禁闕分花蕚。便向梁園種竹脩。
　　豈憶玉皇公案字。高懸塵俗市棲樓。
　　長冷墨寶駆羣鬼。速秉妖祥幾處投。
　題目から見れば、清水の号「雷首」は聖護大王から頂いたものである。そこで、二人の関係
は非常に親しいことが明らかである。聖護院は京都左京区聖護院中町にある本山修験宗総本山
の寺院である。聖護院門跡とも称する。聖護院は園城寺の僧・増誉が熊野での大峰修行を行っ
た時、修験僧として名を挙げ、寛治 4年（1090年）、白河上皇の熊野詣の案内役を務めた。その
功により、常光寺を下賜された。それが後の聖護院である。「聖護」は「聖体護持」という意味
である。また、聖護院は静恵法親王（後白河天皇の子）が宮門跡として入寺して以後、代々法
親王が入寺する門跡寺院として高い格式を誇ったのである。歴代の門跡を調べてみると、清水
長孺が生きた時代の聖護院門跡は盈仁親王（1772－1830）である。盈仁親王は典仁親王の男であ
り、光格天皇の弟でもある。安永九年（1780年）聖護院忠誉王になり、文化七年（1810年）一
品を与えられた。そのため、聖護一品大王は盈仁親王のことを指す可能性が非常に高い。漢詩
の内容から見ると、聖護大王への感謝と賛美を表している。また、清水の経歴と関連付けて「曾
從禁闕分花蕚。便向梁園種竹脩」の意味を考えてみると、前句はおそらくかつて伊勢神戸藩の
儒臣として仕えたことを指しているのだろう。後句はおそらく思うままに言い散らすことで神
戸藩に追放され、京都に移住して塾を開いた現在のことを指していると考えられる。「梁園」と
は、前漢梁孝王が建てられた林園東苑である。別名は、梁苑、兎園、修竹園。梁孝王は嘗てこ
こで、数多くの賓客賢才を招いた。『史記』「梁孝王世家」に、当時の司馬相如、枚乗、鄒陽な
どの名士は皆招待されたと記録されている。そのため、この漢詩において、清水は聖護一品親
王を褒める一方で、自分を推薦する気持ちを込めていることも読み取れる。当時の歴史や社会
を考えてみると、幕藩体制における朝廷側と文人との交遊はどのように位置付けられるのか、
非常に興味深いことである。
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2.4　その他の人々との交遊と唱酬
	　上述した漢学者（儒学者）、公卿、僧侶との交遊のほか、神官、医者、画家との交遊もある。
漢詩集『蜑煙焦餘集』における神職者は梅辻春樵だげである。梅辻春樵は神官である同時に儒
学者でもある。代々、近江坂本日吉神社の神官。彼はかつて家業を継ぎ小比叡社の禰宜となり、
從四位下。文化四年（1807）に神職を弟の希烈に譲り、琴氏を名乗って、京都に閑居した。漢
学を皆川淇園・村瀬栲亭に学び、詩人として知られ、妙法院門跡真仁法親王などの王公貴人の
寵遇を受けた。また、清水と交友した国学者に沖安海がいるが、漢詩集には名前が出なかった。
『漢学者総覧』によると、清水は神戸藩に追放されてから、白子へ行って沖安海と交遊し、沖安
海に国学を教わったという。
　清水と交遊した画家は中林竹洞と大倉国寶である。二人は画家である同時に漢学者でもある。
中林竹洞（1776-1853）は尾張の人。十四歳の時、山田宮常について画法を学ぶ。神谷天遊の宅
に寄寓し、所蔵の古畫から南宗画の手法を学び、山本海逸と相識る。のち京都に住むようにな
った。また経学に通じ、詩・和歌を能くし、国学を修めた。大倉国寶（1785-1850）は山城国笠
置の人。家業を弟に譲って京都に退隠し、頼山陽に詩を、中林竹洞に絵を学んだ。二人に関す
る漢詩は次の一首である。
「九日同中村永萬。中林竹洞。大倉国寶。登霊山國阿最高之處。三子圖之。題詩其上。」
　　耆闍崛起陟憑高。萬象秋光入眼労。
　　香願女児無雅致。題名供佛寶階餻。
　また、『蜑煙焦餘集』を見ると、清水は吉益修夫と大槻磐水という二人の医者と交遊したこと
が明白である。「安永紀元。醴泉先生。吉益修夫。伊藤大綸。外従兄如彦。同観葵祭。帰路憩沙
川茶店。先生有詩。偶臆其韻。全詩忘之。其人皆故矣。今茲丙子再観。逆数之則四十五年矣。
感懐之余。次其韻而賦小詩。」という題詞から、清水と吉益修夫との交遊は安永紀元（1772）以
来のことである。当時の清水はまた17歳の若さで、漢学者宇野醴泉に従い、京都の葵祭を見に
行ったことが分かる。吉益修夫は吉益東洞の子の吉益南涯（1750-1813）である。修夫は字であ
る。そこから、清水と吉益は若いことからの友達であったことが推測できよう。
　もう一人の医者は有名な蘭医大槻磐水（1757-1827）である。大槻磐水は大槻玄沢の名で知ら
れる。出身地の磐井から磐水と号する。寛政 6年（1794）に、オランダ商館長ヘイスベルト・
ヘンミーの江戸出府の際、オランダ人一行を定宿の長崎屋に初めて訪れ、対談した玄沢は、こ
れを機に「オランダ正月」という蘭学者やオランダ文物の愛好者への文人サロンを芝蘭堂で開
催した。漢詩首に載せる大槻磐水に関する詩作は「壽大槻磐水六十」の一首しかないが、二人
の関係については今後、探る余地があると考えられる。特に「オランダ正月」という文人サロ
ンに清水は参加したことがあるのか、あるいは、清水と蘭学・蘭学者とのかかわりはどのよう
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 7号364
なものだったのか、なかなか興味深いことと考える。
おわりに
　寛政・天保両大改革に挟まれる文化文政期に、商品経済の発達および学問・風雅を好む豪農
豪商層の増大につれて、身分制度を超える様々な文人サロンが作られるようになった。また、
異学の禁の故に、非体制の知識人が生まれ、現実社会から遊離し、詩文・芸能を嗜む新しい社
会集団を形成することもできた。そのような勢力はいかに江戸後期の社会や文化を動かしたの
かについては、なお研究する余地があると考えられる。清水長孺撰の漢詩集『蜑煙焦餘集』か
ら、清水は様々な階層の人と交遊したことが分かる。これらについて考察すれば、ある程度江
戸中後期、体制から遊離していた多彩な知識人の生き方や社会変革への役割などを解明できる
ように思われる。江戸中後期の文人交遊への考察に関する具体的な事例として、清水長孺撰『蜑
煙焦餘集』という漢詩集は重要な研究資料となると考えられるのである。
